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昨年度より、特定非営利活動法人サロン 2002 は toto の助成を受けて広報誌を作成し、わたしたちの

“志”である「スポーツを通してのゆたかなくらしづくり」を、誌面を通してお届けすることにしました。
第 2 号には公開シンポジウム「部活動を語ろう」や今年度の活動報告に加え、「サロン 2002 からのメッ
セージ」を掲載しました。

メッセージのなかみは「オリンピズムを教育に」と「ユース年代にリーグ戦を」です。いずれも理事長個
人の問題意識や取り組みからはじまったものですが、いまでは NPO 法人サロン 2002 の事業として、前
者は「クーベルタン - 嘉納ユースフォーラム」や「Non-Border ボッチャ交流会」に、後者は「U-18
フットサルリーグチャンピオンズカップ」や「DUO リーグ事務局受託」につながっています。

いずれも「スポーツを通しての“ゆたかなくらし”」に欠かせない“遊び心”がキーワードです。公開シ
ンポジウムで議論された部活動問題も、仕組みや制度の改革はもちろん重要ですが、その前に“あそび”を
楽しむマインドが大切だと考えています。

本誌の名称は『游 ASOBI』です。「生きる」だけならなくてもよいが、「よりよく生きる」には欠かせ
ない文化であるスポーツやアートの原点にある「あそび」を、ゆらゆらとただようイメージで表したもので
す。
“あそび”を粗末に扱ってはいけません。ここにすべてがあるようにさえ思います。「適当に」ではありま

せん。“あそぶ”の前につける形容詞は「自然に」「ちゃんと」「本気で」「徹底的に」がふさわしいでしょ
う。「スポーツを通しての“ゆたかなくらし”」とは、非日常の世界である“あそび”が、まるで日常の一部
であるかのように近くにあるというイメージです。日常と非日常の間を、ときにはスパッと、ときにはゆら
ゆらとただよいながら切り替える生き方や、それを可能にする環境づくりが、私たちが目指すべきことであ
り、これまで目指してきたことなのだと改めて思います。

広報誌『游 ASOBI』第 2 号を、ぜひ手に取ってお読みください。
そして、「スポーツを通してのゆたかなくらしづくり」という“志”に賛同していただけるなら、まずは

「スポネットサロン 2002」のメンバーになりませんか？

2019 年 3 月 1 日
特定非営利活動法人サロン 2002 理事長

中塚義実

“遊び心”を大切に

第2号巻頭言


